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部長 上村 志磨子 

（認定看護管理者） 

 皆さんは、総合案内カウンター等の院内に飾られていた季節感あふれる生け花が、

最近なくなったことに気付いていますか？院内感染対策上問題との指摘があり、20数

年続けてきた生け花(池坊)は本年 3月をもって廃部となりました。 

多くの患者さん、職員がその花に足をとめ、心が癒されたのではないでしょうか。

毎週楽しみにされていて、写真を撮られる患者さんもみえました。私も部長室に飾っ

ていた生花に随分と癒されました。 

色彩やつぼみから満開に、そして香り、日ごとに変化をみせる生花が大変楽しみで

した。今は、お花の大好きな職員の○○さんにいただいたプリザーブドフラワーを飾

っています。そしてこの 4月から華道部は、プリザーブドフラワーを始めました。 

4月は、母の日アレンジの赤いカーネーションとバラとヘデラのグリーンを使った

とても可愛らしいプリザーブドフラワーが出来上がりました。部員は、花の大好きな

有志 4人です。興味ある人は、一度見に来てください。毎月第 3月曜日に活動してい

ます。そして、是非あなたも体験してみませんか。楽しいですよ。 

１ 新入職員の皆さんへ 

さて、平成 26年度がスタートして 1か月

が経過しました。新入職員の皆さんは、この

1か月はあっという間でしたよね。白衣や職

場の雰囲気にも慣れ、少しずつ自分らしさが

出せている頃ではないでしょうか？それと

もまだまだ馴染めず、分らないことばかりで

不安と焦りと緊張の毎日でしょうか？大丈

夫ですよ。あなたの隣にいる指導する側の先

輩看護師も、今のあなたと同じ経験をして今

の看護師の姿があるのですから。 

まずは、元気に出勤してきてください。5

月のマナー目標である「相手の顔を見て あ

いさつしましょう」にプラスして笑顔で元気

よく「おはようございます」と声を出してみ

てください。きっとその日一日、元気に頑張

れると思います。このことは、新入職員の皆

さんだけに言えることではなく、職員全員に

言えることであり、私はそのように心がけて

います。 

２ 自分を褒めて 

 焦らず一日一日を大切に、出来ることを 
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５ 盛り沢山の課題 

また平成 26年度は、看護職員の職務満

足度等に関する実態把握の目的で 日本

看護協会主催の看護職の「ＷＬＢインデッ

クス調査」（ワーク＆ライフバランス）へ

の参加を計画しています。6月に実施予定

ですので、ご協力をお願いします。 

さらに、10月には病院機能評価を受審

します。この受審を契機に、組織としての

医療文化を再構築するという病院として

の事業目標があります。目標達成に向け、

一人一人が意識して取り組んでいかなけ

ればなりません。 

以上のように平成 26年度は、盛りだく

さんです。しっかり準備を進め、取り組ん

でいきますが、皆さんのご理解とご協力を

お願い致します。       以上 

＜平成 26年度に向けて＞ 

平成 26年度看護部行動理念 

築こう新たな職場環境！ 高めよう 

みんなの力とチームワーク！ 

＜平成 26年度方針・目標＞ 

１．新病院の稼働にあたり、理念に沿った 

  医療、看護の提供 

 ①外来部門    ②病棟・手術室部門  

  ③透析部門    ④訪問看護ステーショ 

ン（在宅部門） 

２．診療報酬改定に伴う病院方針に対し、 

柔軟に対応する。 

３．病院機能評価受審に向け滞りなく準備 

を進め認定を目指す。 

４．夜勤交代制勤務の見直しと各部署適正 

人員の見直しをする。 

５．継続目標 

①看護職の定着促進 ②マネジメント 

能力の向上  ③接遇の強化 ④医療安 

全対策の強化 

 

１つずつ増やしていきましょう。分らな

いことはそのままにしないで理解する

までしっかり学び、専門職業人としての

必要な知識、技術、態度を確実に身につ

けていってください。また、毎日の振り

返りの中で反省することばかりではな

く、同じ数だけ自分を褒めることも忘れ

ないようにしてくださいね。 

３ 第 39回全体会議 

去る 4月 6日に、第 39回全体会議が

開催されました。「今、成すべきこと！！

～魅力ある増子記念病院を目指して～」

というメインテーマで病院の基本方針、

当院が求めるもの、事業計画及び予算が

明確に打ち出されました。また、どのよ

うな医療実践をしていくのか各部門か

らの業務計画も出されましたね。この全

体会議を受けて、私たち職員一人一人

は、魅力ある増子記念病院を目指すた

め、「今、何をすべきか、何をするのか」

理解できたのではないでしょうか。 

４ 新 1号館完成間近 

新 1号館は、完成間近であり、新病院

としての稼動をスタートします。外来部

門は、１階、２階の 2フロアーとなり、

６月中旬より運用を開始します。病棟に

おいては、3病棟から２病棟に向けた移

行期の間、引っ越しを繰り返し３病棟で

の病床管理とチーム編成をしながら 11

月中旬の完全２病棟運用を目指します。 

１病棟 51床の看護体制は 2単位とな

ります。この 5月に病棟看護職員に対

し、アンケート調査を実施して、結果を

参考にチーム編成を考えます。合わせて

看護管理体制と夜勤交代制勤務につい

ても見直す予定です。 
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学生コーナー 
 

＜入社して…3＞ 

看護師になるために 

3階病棟 看護学生 小鉢香織 

 

私が看護師を目指そうと思ったきっかけ

は祖父の入院でした。将来の夢も何も考えて

いなかった時に、患者さんに優しく声を掛

け、患者さんだけでなくその家族まで笑顔で

接している看護師さんの姿をみました。それ

がとても印象的であり、私は看護師を目指そ

うと決意しました。 

地方から名古屋へ赴任して、もうすぐ 2

ヶ月が経とうとしています。高校を卒業し、

すぐに初めての場所、慣れない環境で働き始

めることにとても不安を感じていました。実

際、3階病棟で勤務となり、初めての事や慣

れない環境の中で、沢山の業務を少しでも早

く覚えようと毎日必死でした。しかし、学生

の先輩や看護師さんの助けもあり、少しずつ

ですが業務も覚え、できる仕事が増えてきた

今は、少しずつですが、やりがいを感じてい

ます。 

また、最近は、患者さんからも声を掛けて

頂くことが増えてきました。しかし、まだ専

門的な知識もなく、何と答えていいのか分か

らずに戸惑う事が沢山あります。その中で

も、「ありがとう」や「頑張ってね」という

言葉を掛けて頂き、私の方が元気をもらうこ

とが沢山あります。専門的な知識や技術がま

だ無い分、私にできる事は患者さんやその家

族の方に元気や安心感を与える事だと思い 

ます。常に笑顔を忘れずに頑張っていきたい

です。 

看護学校へ入学し、専門分野の勉強が沢山

あります。仕事と勉強の両立がとても大変で

辛いと思う時もあります。しかし、自分が目

指す看護師さんに少しでも近づけるよう、こ

れからも全力で取り組んでいきたいです。 

 この 2 ヶ月で沢山の事を学べました。正

直、辛くて泣いたりする時もありましたが、

先輩や看護師さんに優しく声を掛けて頂き

とても嬉しく感じ、来年は私も先輩方のよう

になれるよう努力していきたいと思いまし

た。 

 ここまで先輩や看護師さん、両親や同期の

支えもあり、頑張って来られたので、周りの

方々への感謝の気持ちや、また初心を忘れず

に 4 年間頑張っていきます。沢山ご迷惑を

おかけすると思いますが、精一杯頑張ります

のでご指導よろしくお願いします。 

以上 

 

＜入社して…4＞ 

看護師になる！ 

2階病棟 看護学生 佐藤賢醇 

 

私が看護師になると決めた動機は、母との

会話です。私の母は昔から持病があり、幼い

頃から「将来は医療系の職に就きたい」と考

えていました。高校の進路決定の頃、母から

男性看護師の話を良く聞くようになりまし

た。母の話を聞く度に、私も「母を支えて下

さった男性看護師のようになりたい」と思う

ようになりました。 

私が看護師になるため、地元長崎から名古 
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屋に赴任して約 1 ヶ月半が経とうとしていま

す。高校を卒業し、身内も誰もいない環境で

「頑張ってやる」という気持ちだけで名古屋

に来ました。 

最初は、とても緊張をしており、疲労の蓄

積が激しかったことを覚えています。看護学

生の先輩方や看護師さんにも心配されていま

したが、少しだけですが、仕事が出来るよう

になってきました。 

私は、2階病棟に勤務をしており、先輩方は

覚えの悪い私に対して、わかりやすく何度も

教えて下さり、「わからないことはない？」と

優しく気遣って下さいました。そして、看護

師さんも自分が何も出来ていないのにも関わ

らず、優しい言葉を掛けて下さいました。そ

んな先輩方や看護師さんのおかげで、何の知

識もない私も少しは成長できたのではないか

と思います。 

これから、もっと成長できるように、患者

さんに対する接し方や仕事を覚えていきたい

です。そして、看護学校の勉強も頑張り、来

年赴任してくる、今の私のような不安でいっ

ぱいの後輩に対して、優しく丁寧に教えてあ

げられるように成長していきたいです。 

この 1 ヶ月半の間、看護という職業は休む

暇がなくとても忙しい仕事だと感じました。

しかし、患者さんと接する中で、患者さんの

笑顔を見て「ありがとう」と言われる度に、

頑張れました。看護という職業は高校生の時

よりも、「いいな」と思うようになりました。 

もちろん、患者さんの気持ちを考えたり、

苦しいこともあったりと、難しい職業ですが、

とてもやりがいのある仕事だと実感し、より

一層看護師になりたいと思う気持ちが高まり

ました。 

４月からは、看護学校に通い始め、今まで

よりも厳しく、勉強と仕事の両立はとても難

しいことであり、ご迷惑をおかけすることも

あるかもしれませんが、看護学生という立場

で一生懸命頑張りますので、よろしくお願い

します。 

                 以上 

 

＜入社して…5＞ 

憧れの看護師 

外来 看護学生 三池佳奈子 

 

私が看護師になりたいと思ったのは、交通

事故で入院したのがきっかけでした。入院生

活は思っていた以上に辛いことが沢山あっ

て、体の痛みで辛いのはもちろん、いつ治る

のかという不安や、トイレや入浴を手伝って

もらう申し訳なさなどで、精神的にも辛いこ

とが沢山ありました。 

そんな時、看護師さんの明るさや励まし、

気配りにとても助けられて、私もこんな看護

師になって、同じように辛い思いをしている

人の手助けをしたいと思い、看護師になりた

いと思いました。 

増子記念病院に入社し、初めてナース服を

着たときは、看護師に一歩近づけたようで、

とても嬉しくて、これから頑張ろう！と思い

ました。 

しかし実際現場に入ってみると、仕事中ず

っと歩いているので足はパンパンになるし、

医療用語は全く分からないし、ただただ先輩

の後を付いていくことしか出来なくて、自分

は医療の現場の大変さに心が折れそうにな

りました。 
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でも、毎日が勉強で、少しずつ仕事の意味

が分かってきたり、自分にできることが少し

ずつ増えてきて、仕事にやりがいを感じるよ

うになってきました。患者さんや、先輩方に

「ありがとう」と言ってもらえると、「自分も

誰かの役に立てているんだ」と思えて、本当

に嬉しかったし、「もっと頑張ろう」と改めて

思いました。 

現場でばりばり働く看護師さんを見て、す

ごくかっこいいなと思いました。目標にした

いと思う素敵な看護師さんたち、先輩方に出

会い、働く姿を見ていると、「私も早く看護師

になりたい」という気持ちが日に日に高まり

ます。「いいな」と思うところはどんどん真似

して吸収し、憧れの看護師さんに少しでも近

づけるように日々努力しようと思います。 

今は本当に分からないことだらけでたくさ

ん迷惑をかけてしまうと思いますが、早くチ

ームの一員として力になれるよう頑張ります

のでよろしくお願いします。 

以上 

 

部署報告① 
 

 

「新人看護職員実地研修を受講して」       

クリニック昴 厚地 絵里子 

 

医療の高度化、看護基礎教育の問題、看護

師不足が指摘される中、厚生労働省に「新人

看護職員研修に関する検討会」を設置し、新

人看護職員研修ガイドラインが作成されまし

た。看護は、人の生涯にわたるヘルスプロモ

ーションとして重要な社会的機能のひとつで

す。その職業人としての第一歩を踏み出した

新人看護職員が臨床実践能力を確実なものと 

するとともに、このガイドラインは、新人看

護職員の到達目標として１年以内に経験し

習得を目指す項目とその到達の目安が示さ

れています。 

現在は、まだ努力義務の段階ですが、今後

義務化に移行する前に私たちもしっかり学

習して自分たちの病院にあった教育システ

ムを模索していかなくてはなりません。それ

には、国も責務として助成金などの支援を行

っているため、看護部だけでなく病院全体も

関心をもたなくてはなりません。 

実地指導者に求められる能力として、新人

看護師に①教育的に関われる能力②適切な

関係を築ける能力③状況を把握し、一緒に問

題を解決する能力④個に合わせたプログラ

ムを立案できる能力⑤臨床実践能力を評価

する能力が必要となります。リアルタイムで

評価し、客観的に新人看護師をみていくとい

う術を構築していかなければならないので

す。「私の背中をみて学びなさい」という教

育方法では、もう古く、個々の世代にあった

教育方法を私たちは求められています。 

 

大村はま ＜灯し続けることば＞ 

大村はま氏は、「これから教師になる若い

人が、自分には何もできないけど、教育への

愛がある、真心がある、これでやっていくん

だとよく言います。そこらへんは不安です。

熱心と愛情、それだけでやれることは、教育

の世界にはない、方法と技術が重要である」

と述べています。これは、看護教育のなかで

も同じだと思います。 

私たちが教育をしていかなければならな

い新人看護師は成人学習者です。しかし、新

人看護師は学生生活から社会生活に突然入

り、いわば、狭間の状況です。その新人看護 
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師に、受け身ではなく、学ぶことについてそ

の計画・実施をさせ、経験から学びを関連づ

け、自分たちの職業に直接重要と思われるテ

ーマに興味をもたせる、そして、学習内容中

心型ではなく、課題中心型に変えていかなけ

ればならないのです。 

コルブの経験学習に、経験⇒リフレクショ

ン⇒概念化⇒実験のサイクルモデルがありま

す。具体的な経験をし、その経験を振り返る、

そして自分なりの理論（マイセオリー）をつ

くり、リフレクションから教訓を得て、新た

な状況にマイセオリーを適用していく。失敗

してもいい、経験こそが成長に繋がるのです。

そこで、実地指導者は、新人看護師が責任を

とれるくらいの課題を提供してあげなくては

いけないのです。 

また、実地指導者は新人看護師の評価も行

わなければなりません。評価には、診断的評

価（学習指導を行うまえに実施し、学習者の

能力を評価する、プレテスト）、形成的評価（学

習目標に応じた成果が得られているか把握す

る、小テスト）、総括的評価（一定の教育が終

了した際に学習活動全体として把握する、期

末テスト）があります。教育し評価する。こ

の結果が新人看護師の能力だけでなく、指導

者の教育法や教育観をみつめなおすきっかけ

でもあるのです。 

今回、5 日間研修を受講しました。30 以上

の施設から新人教育に関わっている看護師が

集まり、いろいろな施設の現状や環境など情

報交換し、５年以上新人看護師が入社してい

ない施設、教育マニュアルがなく統一した指

導ができない施設、様々な施設がありました。 

10 年以上新人教育に携わり、毎年、新人看

護師が入社し、指導することが当たり前と  

思っていました。新人看護師が入社し、指導

ができる環境にむしろ感謝をしなくてはな

らないと感じました。 

教育を通じて、自分自身も知識・態度を共

に向上できるよう努力していきたいと思い

ます。 

以上 

部署報告② 
 

 

「看護覚え書き」を読み返して 

第 3透析室：東・玉城・宇佐美・栗本 

 

１ はじめに 

現在ウクライナの政情不安が毎日ニュー

スで流れ、「クリミヤ」という言葉をよく耳

にする。「クリミヤ」と言えば、看護師なら

ナイチンゲールを思い浮かべる人も多いだ

ろう。クリミヤ戦争の 2年間、看護婦として

従軍した近代看護の母であり看護の原点で

ある。 

今回、私たちは久しぶりにその著書の一つ

である「看護覚え書き」の一小節「小管理」

を読み合わせた。そこから、現状に活かせる

事はないかと考えた。 

２ 「小管理」要約 

「あなたがそこにいるとき自分がすること

を、あなたがそこにいないときにも行われる

よう管理する方法を知っている事。それが小

管理である。小管理が欠けていれば、どんな

に良い看護をたくさんしたとしても、その結

果は台無しになったり、逆効果になったりし

てしまう。」１）  
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３ 結果 

・「自分が不在の時にそこで何が行われるか」

と自問しないがために起こる問題 

・「責任をもっている」という事の意味を理解

している人は、責任をどのように遂行するか

を知っている人という意味 

 チャートやカルテ、NCPは重要な伝達ソー

スである。経験、知識の差はあっても、確実 

な伝達が出来ていれば、患者に必要な看護援

助が、自分が不在でも提供出来る。しかし、

責任感がなければそれらを活用出来ず、また

自分が今日 1 日だけの仕事をこなす事しかせ

ず、伝達もされない。 

実際に聞いた透析患者の言葉で、「毎回自分

でやってと言わないと、やってくれない」と

言われたことがある。内容は、透析終了時の

自己止血後に貼るサビオを開封しづらいので

開けておいて欲しいという些細な援助であ

る。しかし、この些細な事を出来るか出来な

いかが円滑な人間関係に繋がるポイントでは

ないだろうか。信頼を保つ為にも、「聞いてい

ない」「知らなかった」で済まさない様にした

い。 

昨年末より、透析室では部署を問わずメン

バーとして看護にあたっている。各々の透析

室でもシフト別、入院側、外来側の担当があ

り、毎日仕事をしても同じ一人の担当として

直接関わる機会は少なくなっている。だから

こそ、「小管理」の重要性を感じる。 

また、その小管理が現在出来ていないため

に起きている問題がある事は確かである。そ

の為、透析室のリーダーミーティングでも話

し合いがもたれ、改善策を模索している所だ。 

・自分の健康も顧みず他の仕事を投げ打って

看護に打ち込んだとしてもただ一つの小さ

な管理が抜けているならば、その半分も打ち

込んではいないが、自分自身を拡大する技術

を持っている別の看護師と比べて、その半分

も充分な看護を行えてはいない。 

ボランティア精神があり、遅くまで残って

はいるが、知識・技術を持っていない看護師

より、知識・技術を活かし、時間配分を考え

て仕事をする看護師の方が十分な看護を提

供出来ていると捉えた。また、管理の中に、

自己の健康管理という意味も含まれている

と考える。 

「自分自身を拡大する技術」とは、自己学習

や研修・学会への積極的な参加で自己研鑚を

する事や情報交換（カンファレンス・他部署

との交流など）も含まれるだろうか。個性や

相性もあり、持っている情報に違いがある。

その情報を一人占めしない事が、患者に合っ

た最適な看護の提供に繋がると期待出来る。 

４ 考察 

 一人の患者に対し、沢山のスタッフが関わ

るからこそ、情報の共有が重要であり、その

情報を活かせる知識と技術を持つ努力をす

る必要がある。それが看護師として、責任あ

る行動と言えるのではないだろうか。 

５ まとめ 

 今回は「小管理」の項のみで、意見を出し

合ったが、たった 4名でも考える所、感じる

所に相違があり、勿論共感し合える点もあり

と興味深かった。日々の仕事に疑問や不満を

抱え迷っている時に、看護の原点に還るのも

悪くない。また、他の項や、一冊全ての読み

合わせをしてみたいという意見もあり、機会 
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を持てたらと思っている。是非皆様にも読み

返して、意見など寄せて頂ければ嬉しい限り

である。 

                  以上 

＜引用・参考文献＞ 

「看護覚え書き」フローレンス・ナイチン

ゲール 訳：湯槇ます 等,1998, 現代社出版 

（P.53～p.69） 

 

 

 

＜前号「看護部だより」の感想＞ 

訪問看護ステーション 所長  寺本祐子 

 

看護学生１年生の「入社して」を読んで数十年前の

自分を思い出し、新鮮な気持ちで共感することができ

ました。看護師になろうと思った動機は人ぞれぞれで

すが、誰もが経験する看護学校１年生、現場見習い１

年生。様々な不安と期待を胸にしながら、憧れの白衣

を着た瞬間の気持ち、喜びを忘れないでいてほしいで

すね。現実は、楽しく仕事ができるときばかりではな

く、むしろ厳しいときや辛いときの方が多いかもしれ

ません。でもそのことにはちゃんとした大切な意味が

あると思います。そこを乗り越えてこそ、卒業の喜び、

独り立ちの喜びがあり、新たな目標や夢が芽生え、更

には自信につながり、飛躍することができるでしょ

う。迷った時は、「○○さんのような看護師になりた

い」と、身近な目標を見つけると良いと思います。自

分で選んだ道、決してくじけることなく、辛いときこ

そ、白衣を着たときの喜びを思い出しながら夢を掴み

とってほしいです。それまでの苦労はいつの日かの財

産に変わりますよ。陰ながら応援しています。 

 

連載：がん闘病記 ④ 

えっ！ステージⅣ？ 

手術室 打田潤子 

 
 

（前号では、「つづく。次号は 3つめの夢が出てきま

す。」となっていましたが、これは編集部の早とちり

でした。今号は「術後は日にち薬」から再スタート

です） 

16 術後は日にち薬 

術後 4 日目、日曜日とあって昼ごろから

次々と面会があった。この日は昼食から食事

が開始となる予定であった。しかし、待ちに

待った食事を前に、何故か嘔気がした。ナー

スコールを押したが間に合わず、オーバーテ

ーブル上の膿盆を取りたくても術創が痛く

て取れない。やって来た看護師に膿盆を指差

し取ってもらった。胆汁様のものを吐いてし

まいすっきりしたが、とても食事を食べる気

になれず、2時間程取っておいたがタイムア

ウトで膳は下げられた。 

翌日、車椅子でレントゲン室につれられて

行った。髪の毛はぼさぼさ、寝巻きの足元は

閉じたが、車椅子に座っているだけなのにえ

らくて格好なんか気にしていられなかった。

10分もない待ち時間が長く感じられた。 

腹部単純正側を撮り、結果はイレウスでは

ないと分かり、昼から食事開始となった。こ

の 5日目に大部屋への移動となった。なによ

りフットポンプが取れたことが嬉しかった。 

術後初めての食事は「お混じり」という米

粒が少し入った重湯に近い物だが美味しか

った。その後、嘔気嘔吐はなく順調に食事は

進んだ。私と同室の方はイレウスでまだ絶食

中だった。1日違うだけで体調は良くなって

くるのが実感できた。そうなると今度は髪の 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://cache5.amanaimages.com/cen3tzG4fTr7Gtw1PoeRer/00280010343.jpg&imgrefurl=https://amanaimages.com/info/infoRM.aspx?SearchKey%3D00280010343%26GroupCD%3D0%26no%3D&docid=fPCwyMbZFIYfZM&tbnid=Sv_KdZq9yYPStM&w=640&h=427&ei=XCo6U9DFCc2TkQW3n4D4Dw&ved=0CAMQxiAwAQ&iact=c
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毛の臭いが気になってきた。毎日面会に来てく

れる長男の嫁に、「明日、シャンプーだけでも出

来ないかなあ」と言うと、「じゃあ、帰りに聞い

てきます。」とナースセンターへ行き、「明日、

大丈夫だそうです。」と返事をくれた。 

6 日目、今日のシャワーは介助でと言われた。

「まだ、硬膜外カテーテルもバルンカテーテル

も点滴も入っているけど入れるんですか。」と聞

くと「はい大丈夫ですよ。」と言われた。午後に

なって、白色のごついエプロンに手袋と長靴を

履いて現れた看護師が「さあ行きましょうか。」

とやって来た。点滴台ごと浴室に入り、身体を

洗い、シャンプーしてもらう。ドライヤーを借

り乾かしていると頭から白い粉がパラパラと舞

い落ちる。「わあ、すごい。しばらく洗わないと、

こうなるんだ。」と思いながらドライヤーを使

う。この日、硬膜外カテーテルが抜けた。 

７日目にはバルンカテーテルが取れたが、点

滴がまだ入っていたため、30 分おきにトイレ通

いが続き、朝の 5 時頃まで眠れなかった。バル

ンカテーテルと言えば、ここのウロバックには

中の尿が見えないようにスカートをはかせてあ

った。昼過ぎに長女がやって来た。 

紙袋をオーバーテーブルの上の置き、起きな

いと中が見えないよと言う。中身が見たいので

術創が痛いのをこらえベッドに座る。「おっ、ポ

シェットだ。」歩く時、手で術創のところを押さ

えながらとぼとぼ歩くので、財布と携帯が入る

革製のポシェットを作ってきてくれた。重いと

肩がこるので軽い皮で作ってある。早速、散歩

に連れ出された。下の売店までだが、トイレの

往復など病棟内しか歩かなかったので、結構疲

れた。この日からシャワーは一人で入れ、一人

枠の 30 分ぎりぎりかかった。入浴はナースセン

ターにある白板の空いている枠に自分の希望を

書き入れる。勢いのいいシャワーで全身を洗う

と気持ちがすっきりする。 

8 日目には、最後の点滴が取れ、食事も排

泄も問題なく順調にいっていたので、主治医

にいつ頃退院か尋ねると、土曜か日曜日どち

らでもと言われ、術後 10日目の 16日土曜日

に決めた。入院中は 11 月にしては寒い日が

続いていたが、退院の日は気持ちの良い小春

日和だった。退院の朝、次男から「おはよう、

退院時にこけないように。」とメールが入っ

た。入院時から１０ｋｇほど体重が落ちたの

で、全身の筋肉量は低下し、ふわふわした足

取りで車に向かった。長男の嫁の運転で、ゴ

ールデンボンバーの曲を聴きながら、2週間

ぶりの自宅にもどった。この日、久しぶりに

車の運転をしたが、免許を取って以来の安全

運転になった。驚いたのは、筋力低下で、字

が書きにくくなった事だ。何でも使わないと

どんどん機能低下していく事を実感した。 

退院後、2週間の自宅療養を取ったが、半

日は職場に出かけ、半日はソファーに横にな

っている毎日だった。手術前と比べると、階

段で 3階まで上がれるようになっただけ、体

調は良くなった。こうして術後経過は非常に

順調に進んでいった。 

（以下次号につづく） 
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